
第67巻 第 1号,2008(165～ 167¥)

感染症・予防接種 レター悌40号 )

日本小児保健協会予防接種・感染症委員会では「感染症・予防接種」に関するレターを毎号の小児保健研究

に掲載し,わかりやすい情報を会員にお伝えいたしたいと存じます。ご参考になれば幸いです。

日本小児保健協会予防接種・感染症委員会委員長 カロ藤達夫
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食中毒と感染症

～保健所からみたノロウイルス感染症～

ある日,保育園で

火曜日,Aち ゃんはお昼寝のあと寝覚めがよ

くありません。 ぐずっていましたが,勢いよく

嘔吐しました。 2歳児クラスで嘔吐はAち ゃん

で今 日2人 目です。

担当の先生は,吐いたものに新聞紙 をかぶ

せ,ク ラスのこどもを向かいのへやに移動させ

廊下の ドアを閉めました。マスク,手袋,ゴミ

袋で作ったガウンを着て,Aち ゃんを手早 く着

替えさせ,汚れた衣類をビニール袋に密閉し持

ち帰 りの荷物にいれます。荷物には消毒方法を

書いたメモを挟みます。Aち ゃんはお迎えを待

つあいだクラスの子たちと別に園長室ですごし

ます。先生は部屋の窓を開けて換気をしながら,

用意してあった「消毒セット」を持ち出し慎重

に吐いたものをふきとり,周 りを広 く塩素系消

毒剤で消毒 しました。

園長先生は担任の先生から報告を受け,出席

状況を確認 してみました。先週と比べ各クラス

欠席者が増えています。先週から1人 2人「お

なかにくるかぜ」と診断された子もいます。

園長先生は園医の先生に相談しました。園医

の先生の診療所では,最近感染性胃腸炎の患者

さんが増えています。市の感染症発生動向調査

によると,市内全域で感染性胃腸炎が流行 して

いるようです。この季節の胃腸炎の原因のほと

んどはノロウイルスです。この園の件もノロウ

イルス感染 を疑い,昨年作 ったマニュアルに

沿った拡大防止策をとること,保健所に連絡す

ることをア ドバイスしました。

園長先生は理事長先生に報告 し,職員 とマ

ニュアルを見ながら対応を確認 しました。

保育園では嘔吐・下痢はよくあることです

が,今回は同じ症状の子が短期間に10名 出てい

ます。園長先生は保健所 と市の保育課に報告 し

ました。

調査の開始

連絡を受けた保健所は,感染症課と食品衛生

課が検討会議を開きました。感染症・食中毒の

両方の可能性を考え,調査を開始します。

市の保育課は,市内の保育施設に感染性胃腸

炎に対する注意を呼びかけました。

園に保健所か ら保健師 と衛生監視員が到着

し,調査を開始 します。

調査の目的は,①原因の究明,②感染拡大防

止,③パニック対策,④再発防止対策です。

①原因究明

調査は,嘔吐 。嘔気,下痢,腹痛のある人に

ついて行います。

発症者は2歳 と3歳児クラスで 5人ずつ。症

状は全員嘔吐・下痢です。調理担当者を含めて

職員の発症者はいません。日曜日の午後から火

曜日にかけて発症しています。保護者の協力を

得て発症前に食べたものをリス トアップしまし

た。10人のうち8人が土曜日の給食を食べてい

ました。家族には発症者はいないようです。

園の見取り図で トイレの位置や,給食室から

の導線も確認しました。手洗いや手ふきについ

ても確認します。こどもたちの手ふきはそれぞ

れのマークがついてわかりやす くしてありま
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感 染 症 ・ 予 防 接 種 レ タ ー （ 第 4 0 号 ）

　 日 本 小 児 保 健 協 会 予 防 接 種 ・ 感 染 症 委 員 会 で は 「 感 染 症 ・ 予 防 接 種 」 に 関 す る レ タ ー を 毎 号 の 小 児 保 健 研 究

に 掲 載 し ， わ か り や す い 情 報 を 会 員 に お 伝 え い た し た い と 存 じ ま す 。 ご 参 考 に な れ ば 幸 い で す 。
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　 　 　 　 　 食 中 毒 と 感 染 症

～ 保 健 所 か ら み た ノ n ウ イ ル ス 感 染 症 ～

あ る 日 、 保 育 1 園 で

　 火 曜 日 ， A ち ゃ ん は お 昼 寝 の あ と 寝 覚 め が よ

く あ り ま せ ん 。 ぐ ず っ て い ま し た が ， 勢 い よ く

嘔 吐 し ま し た 。 2 歳 児 ク ラ ス で 嘔 吐 は A ち ゃ ん

で 今 日 2 人 目 で す 。

　 担 当 の 先 生 は ， 吐 い た も の に 新 聞 紙 を か ぶ

せ ， ク ラ ス の こ ど も を 向 か い の へ や に 移 動 さ せ

廊 下 の ド ア を 閉 め ま し た 。 マ ス ク ， 手 袋 　 ゴ ミ

袋 で 作 っ た ガ ウ ン を 着 て ， A ち ゃ ん を 手 早 く 着

替 え さ せ ， 汚 れ た 衣 類 を ビ ニ ー ル 袋 に 密 閉 し 持

ち 帰 り の 荷 物 に い れ ま す 。 荷 物 に は 消 毒 方 法 を

書 い た メ モ を 挟 み ま す 。 A ち ゃ ん は お 迎 え を 待

つ あ い だ ク ラ ス の 子 た ち と 別 に 園 長 室 で す ご し

ま す 。 先 生 は 部 屋 の 窓 を 開 け て 換 気 を し な が ら ，

用 意 し て あ っ た 「 消 毒 セ ッ ト 」 を 持 ち 出 し 慎 重

に 吐 い た も の を ふ き と り ， 周 り を 広 く 塩 素 系 消

毒 剤 で 消 毒 し ま し た 。

　 園 長 先 生 は 担 任 の 先 生 か ら 報 告 を 受 け ， 出 席

状 況 を 確 認 し て み ま し た 。 先 週 と 比 べ 各 ク ラ ス

欠 席 者 が 増 え て い ま す 。 先 週 か ら 1 人 2 人 「 お

な か に く る か ぜ 」 と 診 断 さ れ た 子 も い ま す 。

　 園 長 先 生 は 園 医 の 先 生 に 相 談 し ま し た 。 園 医

の 先 生 の 診 療 所 で は ， 最 近 感 染 性 胃 腸 炎 の 患 者

さ ん が 増 え て い ま す 。 市 の 感 染 症 発 生 動 向 調 査

に よ る と ， 市 内 全 域 で 感 染 性 胃 腸 炎 が 流 行 し て

い る よ う で す 。 こ の 季 節 の 胃 腸 炎 の 原 因 の ほ と

ん ど は ノ ロ ウ イ ル ス で す 。 こ の 園 の 件 も ノ ロ ウ

イ ル ス 感 染 を 疑 い ， 昨 年 作 っ た マ ニ ュ ア ル に

沿 っ た 拡 大 防 止 策 を と る こ と ， 保 健 所 に 連 絡 す

る こ と を ア ド バ イ ス し ま し た 。

　 園 長 先 生 は 理 事 長 先 生 に 報 告 し ， 職 員 と マ

ニ ュ ア ル を 見 な が ら 対 応 を 確 認 し ま し た 。

　 保 育 園 で は 嘔 吐 ・ 下 痢 は よ く あ る こ と で す

が ， 今 回 は 同 じ 症 状 の 子 が 短 期 間 に 1 0 名 出 て い

ま す 。 園 長 先 生 は 保 健 所 と 市 の 保 育 課 に 報 告 し

ま し た 。

調 査 の 開 始

　 連 絡 を 受 け た 保 健 所 は ， 感 染 症 課 と 食 品 衛 生

課 が 検 討 会 議 を 開 き ま し た 。 感 染 症 ・ 食 中 毒 の

両 方 の 可 能 性 を 考 え ， 調 査 を 開 始 し ま す 。

　 市 の 保 育 課 は ， 市 内 の 保 育 施 設 に 感 染 性 胃 腸

炎 に 対 す る 注 意 を 呼 び か け ま し た 。

　 園 に 保 健 所 か ら 保 健 師 と 衛 生 監 視 員 が 到 着

し ， 調 査 を 開 始 し ま す 。

　 調 査 の 目 的 は ， ① 原 因 の 究 明 ， ② 感 染 拡 大 防

止 ， ③ パ ニ ッ ク 対 策 ④ 再 発 防 止 対 策 で す 。

① 原 因 1 究 明

　 調 査 は ， 嘔 吐 ・ 嘔 気 ， 下 痢 、 腹 痛 の あ る 人 に

つ い て 行 い ま す 。

　 発 症 者 は 2 歳 と 3 歳 児 ク ラ ス で 5 人 ず つ 。 症

状 は 全 員 嘔 吐 ・ 下 痢 で す 。 調 理 担 当 者 を 含 め て

職 員 の 発 症 者 は い ま せ ん 。 日 曜 日 の 午 後 か ら 火

曜 日 に か け て 発 症 し て い ま す 。 保 護 者 の 協 力 を

得 て 発 症 前 に 食 べ た も の を リ ス ト ア ッ プ し ま し

た 。 1 0 人 の う ち 8 人 が 土 曜 日 の 給 食 を 食 べ て い

ま し た 。 家 族 に は 発 症 者 は い な い よ う で す 。

　 園 の 見 取 り 図 で ト イ レ の 位 置 や ， 給 食 室 か ら

の 導 線 も 確 認 し ま し た 。 手 洗 い や 手 ふ き に つ い

て も 確 認 し ま す 。 こ ど も た ち の 手 ふ き は そ れ ぞ

れ の マ ー ク が つ い て わ か り や す く し て あ り ま
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す。先生たちの トイレの手ふきはペーパータオ

ルです。

クラスの日課を確認 しました。こご2週間園

の特別行事はありません:土曜日は人数が少な

いので合同保育になり,2,3歳 は同じ部屋で

過ごしていました。

給食室は清潔に管理され,手洗い設備 も整っ

てます。

保健所は,原因究明のため,保護者に患児の

検便の協力をお願いすることにしました。

食中毒の疑いもあるため,調理の先生方の便

と冷凍保存 してあった土曜日の給食とも検査す

ることにしました。

②拡大防止策           .
園のマニュアルを確認 します。

嘔吐物・排泄物の処理は,マスク,ガウン
,

手袋着用。処理後手袋を取ったあと必ず石けん

と流水で手を洗います。食事 。調理の前,ト イ

レのあと,おむつ換えのあとには石けんで手を

洗います。手を拭 くのはペーパータオルです。

吐物で汚れた衣類は,ビニール袋に密閉 し,

持ち帰って家庭で処理 してもらいます。

消毒は塩素系消毒剤を薄めたもので行いま

す。手す り,ドアノブ,蛇口,引 き出しの取っ

手,お もちゃは定期的に消毒 します。

嘔吐下痢のある職員は,お休みするか給食や

保育に従事 しないことになっています。

先生方は普段から訓練 していて,機材の扱い

にも慣れています。手洗いも洗い残 しはありま

せん。

③保護者への情報提供 (パニック対策)

園長先生は,マニュアルを利用 して保護者宛

にお手紙を作 りました。園での嘔吐下痢患者の

発生状況,園の対応 (保健所の調査),家庭で

の注意などが分かりやす く書いてあります。症

状のある時はお医者 さんに行 くこと,自 宅で

ゆっくり休ませて欲 しいことも伝えます。

④再発防止策

園長先生は理事長先生と相談の上,検査の結

果がでるまでは給食室の使用を自粛することに

し,代わりのお弁当とおやつを園で用意するこ

小 児 保 健 研 究

とにしました。

調査を終了 した保健所職員は,園長先生に,

園の対応が適切に行われていることを伝え検体

を預かって帰 りました。

翌水曜日,検査 した患者 5名のうち 4名の便

からノロウイルスGⅡ が検出されました。調理

の担当者の検便は陰性,土曜日の給食からウイ

ルスは検出されませんでした。水曜日新 しく発

症 したのは 2歳児クラス 2人でした。

これらの検査及び調査の結果から,保健所は

この件はノロウイルスを原因とした感染性胃腸

炎の集団発生で,食中毒ではないと判断しまし

た。

保健所からの園への説明

今回の事例は,先週数人出ていた急性胃腸炎

の患者から排泄されたノロウイルスが土曜日こ

ろヒトヒト感染 したものと推測されます。食中

毒の可能性はないと判断しました。

ノロウイルスは感染 したひとの便から最長 4

週間排泄されます。非常に感染性が高 く10個以

下のウイルスで感染 し発病することがあ りま

す。今後もしばらくのあいだ,消毒など拡大防

止策を続けてください。新 しい患者については

毎日報告 してください。ノロウイルスの潜伏期

間 3日 がすぎて新 しい患者がでないことで,観
察期間は終了です。

園では,昨年の集団感染発生時の経験を活か

して,平素からの健康観察,マ ニュアルの作成 ,

職員の研修,機材を整えてきました。発生後の

先生方の対応や関連機関との連携 も迅速で,感
染拡大は早期に防止できました。保健所からそ

のことを評価 されて理事長先生はじめ園のス

タッフは, とても満足 しました。

*********************

感染拡大を防ぐには～ノロウイルス感染症～

毎年寒 くなると乳幼児を中心に,ウ イルスに

よる急性胃腸炎が流行 します。原因の代表はノ

ロウイルスです。

ノロウイルスは以前生カキなど二枚貝による

食中毒の原因として知られていましたが,近年

は「おなかのかぜ」と診断されることが多 くな

Presented by Medical*Online

1 6 6

す 。 先 生 た ち の ト イ レ の 手 ふ き は ペ ー パ ー タ オ

ル で す 。

　 ク ラ ス の 日 課 を 確 認 し ま し た 。 こ ご 2 週 聞 園

の 特 別 行 事 は あ り ま せ ん 』 土 曜 日 は 人 数 が 少 な

い の で 合 同 保 育 に な り ， 2 、 3 歳 は 同 じ 部 屋 で

過 ご し て い ま し た 。

　 給 食 室 は 清 潔 に 管 理 さ れ ， ・ 手 洗 い 設 備 も 整 っ

て ま す 。

　 保 健 所 は ， 原 因 究 明 の た め ， 保 護 者 に 患 児 の

検 便 の 協 力 を お 願 い す る こ と に し ま し た 。 ’

　 食 中 毒 の 疑 い も あ る た め ， 調 理 の 先 生 方 の 便

と 冷 凍 保 存 し て あ っ た 土 曜 日 め 給 食 と も 検 査 す

る こ と に し ま し た 。

② 拡 大 防 止 策

　 園 の マ ニ ュ ア ル を 確 認 し ま す 。

　 嘔 吐 物 ・ 排 泄 物 の 処 理 は ， マ ス ク ， ガ ウ ン ，

手 袋 着 用 。 処 理 後 手 袋 を 取 っ た あ と 必 ず 石 け ん

と 流 水 で 手 を 洗 い ま す 。 食 事 ・ 調 理 の 前 ， ト イ

レ の あ と ， お む つ 換 え の あ と に は 石 け ん で 手 を

洗 い ま す 。 手 を 拭 く の は ペ ー パ ー タ オ ル で す 。

　 吐 物 で 汚 れ た 衣 類 は ， ビ ニ ー ル 袋 に 密 閉 し ，

持 ち 帰 っ て 家 庭 で 処 理 し て も ら い ま す 。

　 消 毒 は 塩 素 系 消 毒 剤 を 薄 め た も の で 行 い ま

す 。 手 す り ， ド ア ノ ブ ， 蛇 口 ， 引 き 出 し の 取 っ

手 ， お も ち ゃ は 定 期 的 に 消 毒 し ま す 。

　 嘔 吐 下 痢 の あ る 職 員 は ， お 休 み す る か 給 食 や

保 育 に 従 事 し な い こ と に な っ て い ま す 。

　 先 生 方 は 普 段 か ら 訓 練 し て い て ， 機 材 の 扱 い

に も 慣 れ て い ま す 。 手 洗 い も 洗 い 残 し は あ り ま

せ ん 。

③ 保 護 者 へ の 情 報 提 供 （ パ ニ ッ ク 対 策 ）

　 園 長 先 生 は ， マ ニ ュ ア ル を 利 用 し て 保 護 者 宛

に お 手 紙 を 作 り ま し た 。 園 で の 嘔 吐 下 痢 患 者 の

発 生 状 況 ， 園 の 対 応 （ 保 健 所 の 調 査 ） ， 家 庭 で

の 注 意 な ど が 分 か り や す く 書 い て あ り ま す 。 症

状 の あ る 時 は お 医 者 さ ん に 行 く こ と ， 自 宅 で

ゆ っ く り 休 ま せ て 欲 し い こ と も 伝 え ま す 。

④ 再 発 防 止 策

　 園 長 先 生 は 理 事 長 先 生 と 相 談 の 上 ， 検 査 の 結

果 が で る ま で は 給 食 室 の 使 用 を 自 粛 す る こ と に

し ， 代 わ り の お 弁 当 と お や つ を 園 で 用 意 す る こ

小 児 保 健 研 究

と に し ま し た 。

　 調 査 を 終 了 し た 保 健 所 職 員 は ， 倒 長 先 生 に ，

園 の 対 応 が 適 切 に 行 わ れ て い る こ と を 伝 え 検 体

を 預 か っ て 帰 り ま し た 。

　 翌 水 曜 日 ， 検 査 し た 患 者 5 名 の う ち 4 名 の 便

か ら ノ ロ ウ イ ル ス G 皿 が 検 出 さ れ ま し た 。 調 理

の 担 当 者 の 検 便 は 陰 性 ， 土 曜 日 の 給 食 か ら ウ イ

ル ス は 検 出 さ れ ま せ ん で し た 。 水 曜 日 新 し く 発

症 し た の は 2 歳 児 ク ラ ス 2 人 で し た 。

　 こ れ ら の 検 査 及 び 調 査 の 結 果 か ら ， 保 健 所 は

こ の 件 は ノ ロ ウ イ ル ス を 原 因 と し た 感 染 性 胃 腸

炎 の 集 団 発 生 で ， 食 中 毒 で は な い と 判 断 し ま し

た 。

保 健 所 か ら の 園 へ の 説 明

　 今 回 の 事 例 は ， 先 週 数 人 出 て い た 急 性 胃 腸 炎

の 患 者 か ら 排 泄 さ れ た ノ ロ ウ イ ル ス が 土 曜 日 こ

ろ ヒ ト ヒ ト 感 染 し た も の と 推 測 さ れ ま す 。 食 中

毒 の 可 能 性 は な い と 判 断 し ま し た 。

　 ノ ロ ウ イ ル ス は 感 染 し た ひ と の 便 か ら 最 長 4

週 間 排 泄 さ れ ま す 。 非 常 に 感 染 性 が 高 く 1 0 個 以

下 の ウ イ ル ス で 感 染 し 発 病 す る こ と が あ り ま

す 。 今 後 も し ば ら く の あ い だ ， 消 毒 な ど 拡 大 防

止 策 を 続 け て く だ さ い 。 新 し い 患 者 に つ い て は

毎 日 報 告 し て く だ さ い 。 ノ ロ ウ イ ル ス の 潜 伏 期

間 3 日 が す ぎ て 新 し い 患 者 が で な い こ と で ， 観

察 期 間 は 終 了 で す 。

　 園 で は ， 昨 年 の 集 団 感 染 発 生 時 の 経 験 を 活 か

し て ， 平 素 か ら の 健 康 観 察 ， マ ニ ュ ア ル の 作 成 ，

職 員 の 研 修 ， 機 材 を 整 え て き ま し た 。 発 生 後 の

先 生 方 の 対 応 や 関 連 機 関 と の 連 携 も 迅 速 で ， 感

染 拡 大 は 早 期 に 防 止 で き ま し た 。 保 健 所 か ら そ

の こ と を 評 価 さ れ て 理 事 長 先 生 は じ め 園 の ス

タ ッ フ は ， と て も 満 足 し ま し た 。

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

感 染 拡 大 を 防 ぐ に は ～ ノ ロ ウ イ ル ス 感 染 症 ～

　 毎 年 寒 く な る と 乳 幼 児 を 中 心 に ， ウ イ ル ス に

よ る 急 性 胃 腸 炎 が 流 行 し ま す 。 原 因 の 代 表 は ノ

ロ ウ イ ル ス で す 。

　 ノ ロ ウ イ ル ス は 以 前 生 カ キ な ど 二 枚 貝 に よ る

食 中 毒 の 原 因 と し て 知 ら れ て い ま し た が ， 近 年

は 「 お な か の か ぜ 」 と 診 断 さ れ る こ と が 多 く な
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りました。人か ら人への感染力が きわめて強 く,

集団発生 した場合 には,その主な原因が食中毒

によるものか,あ るいはヒトー ヒト感染による

ものか半J別困難なことがあります。

国立感染症研究所・感染症情報センターの病

原体情報によると,平成18年 には 9月 からノロ

ウイルスによる施設内集団感染,食中毒の報告

がふえ,11月 をピークに12月 まで全国で852件

が報告されています。推定感染経路はヒトヒト

感染の疑いが545件 (66%)食品媒介の疑いが

155件 (17.9%)で した。診断名は感染性胃腸

炎73%食中毒17.4%で した。

平成19年 9月 か ら12月 までの報告数は92件

と,昨年の 1割程度となっています。
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昨年の経験から,保健所は給食施設の指導監

視を強化し,感染症対応研修を流行にさきがけ

て行いました。施設ではそれぞれの実情に応じ

たマニュアルをつくり職場で徹底してきていま

す。しかし,今年も百人規模の発症者が出た例

や, 2次感染で食品を汚染して食中毒をおこし

た事例がありました。

十分な準備と,現場での迅速な対応,関係機

関との連携で感染拡大を最小限に防ぐことが重

要です。

感染症の集団発生が疑われたら,ためらわず

保健所にご相談ください。

(文責 :古賀伸子)
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りました。人から人への感染力がきわめて強く，

集団発生した場合には，その主な原因が食中毒

によるものか，あるいはヒトーヒト感染による

ものか判別困難なことがあります。

　国立感染症研究所・感染症情報センターの病

原体情報によると，平成18年には9月からノロ

ウイルスによる施設内集団感染，食中毒の報告

がふえ，11月をピークに12月まで全国で852件

が報告されています。推定感染経路はヒトヒト

感染の疑いが545件（66％）食品媒介の疑いが

155件（17．9％〉でした。診断名は感染性胃腸

炎73％食中毒17，4％でした。

　平成19年9月から12月までの報告数は92件

と，昨年の1割程度となっています。
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　昨年の経験から，保健所は給食施設の指導監

視を強化し，感染症対応研修を流行にさきがけ

て行いました。施設ではそれぞれの実情に応じ

たマニュアルをつくり職場で徹底してきていま

す。しかし，今年も百人規模の発症者が出た例

や，2次感染で食品を汚染して食中毒をおこし

た事例がありました。

　十分な準備と，現場での迅速な対応，関係機

関との連携で感染拡大を最小限に防ぐことが重

要です。

　感染症の集団発生が疑われたら，ためらわず

保健所にご相談ください。

　　　　　　　　　　　　　（文責：古賀伸子）


